
水素利活用に向けた自治体連絡会議

2023年7月11日(火) 10時～

対面・オンライン 併用開催



【本会議の目的】

背景

◼ 2050年カーボンニュートラルに向けて、より多くの自治体が水素利活用に係る取組を進めていく必要がある。

◼他方、現状は全国約1,800の自治体のうち、水素に取組む意思があるないし取組みを行っている自治体は多くは
なく、増加に向けた施策が重要である。

目的

◼水素に係る基礎情報や事例を含む動向、支援に関する情報を提供することで、水素への興味関心を喚起し、
水素に取組む意思を持つ自治体を増やすことを目的とし、自治体連絡会議を開催する。

◼同時に自治体の意見を聞き取り今後の発信・検討に活かすこと、自治体間連携に向けたネットワークづくりを行う
ことも目的とする。
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本自治体連絡会議の主な対象

基礎知識から、取り組む意義、新たな産業

創生による経済性等のメリットを事例紹介を
通してご紹介

水素の興味関心の喚起

導入・支援方法の紹介や実際に支援を受け

て事業を取り進める自治体の事例紹介を行
い、事業化構想をイメージ頂く

水素事業の立ち上げ促進



1. 開会挨拶

2. 議事

（1）国・環境省の水素に係る取組の紹介

（2）自治体による水素に関する取組の紹介

（3）水素サプライチェーン構築に向けた支援内容の紹介

4. 質疑応答・意見交換

5. 閉会の挨拶

【プログラム概要】



1.開会挨拶

環境省 地球環境局 地球温暖化対策課

地球温暖化対策事業室

室長補佐 芥川 淳一



2-(1). 国・環境省の水素に
係る取組の紹介

環境省 地球環境局 地球温暖化対策課

地球温暖化対策事業室

室長補佐 芥川 淳一
別添資料2をご参照ください



2-(2). 自治体による水素に
関する取組の紹介

水俣市 地域振興課 水俣環境アカデミア所長 古賀 実様

北九州市 グリーン成長推進課 水素戦略係長 福田 武日児様

浪江町 産業振興課 新エネルギー推進係 係長 小林 直樹様

鹿追町 農業振興課 環境保全センター担当課長 城石 賢一様

• 川崎市 臨海部国際戦略本部 成長戦略推進部 担当課長 江﨑 哲弘様

別添資料3-1～3-5をご参照ください



2-(3).水素サプライチェーン
構築に向けた支援内容の紹介

別添資料4をご参照ください



QRコード

QRコード

環境省ウェブサイト「水素サプライチェーン・プラットフォーム」

URL：https://www.env.go.jp/seisaku/list/ondanka_saisei/lowcarbon-h2-sc/index.html

環境省SNS「環境省再エネ水素」

URL：https://twitter.com/Kankyo_H2

環境省では、再生可能エネルギー等を活用した脱炭素化にむけた水素利用の最新動向や、
事業化支援ツールの紹介をウェブサイト・SNSを通じて発信しております。

アカウントのフォローをお願いいたします

【今後の展開について（1/2）】

https://www.env.go.jp/seisaku/list/ondanka_saisei/lowcarbon-h2-sc/index.html
https://twitter.com/Kankyo_H2


自治体向け情報発信やマッチングイベント、計画策定に向けた個別相談をご活用ください

リストを通じた情報発信

◼ 自治体向けにウェブサイトの更新や予算情報など
を共有しております

➢ リストはExcelにて作成・配布
➢ 加盟状況は、加盟自治体以外には非公開

➢ リスト更新の際は、事務局より更新版リストを
共有

◼ 民間企業、地方公共団体、研究機関、NPO等
を対象とした水素事業関係者リストを作成・公
開しています

◼ 事業者も含め、「地域資源を活用した水素サプラ

イチェーン構築に向けた取組状況」等を公開して

おり、今後はマッチング等も想定したより横関係
強化のイベントを予定しております

自治体

関係者

名簿

水素事業

関係者

リスト

計画策定個別支援

◼ 最適なサプライチェーンは地域特性や産業特性等によ

り異なるため、それらを鑑みた水素の位置づけ・計画

策定を支援しています

➢ 最大30分の個別面談（オンライン）を設定
➢ 自治体側の希望や目指すビジョンを協議したのち、

支援内容を決定

個別支援

詳細・応募は下記URLより応募フォーマット（Excel）をダウンロード頂き、
下記メールアドレスまでご連絡お願いいたします

URL: https://www.env.go.jp/seisaku/list/ondanka_saisei/lowcarbon-h2-
sc/support-tool-info/index.html

Email：low_carbon_h2@tohmatsu.co.jp (担当:宮武)

自治体関係者名簿への加盟をご希望される場合は、

下記メールアドレスまでご連絡お願いいたします

Email：low_carbon_h2@tohmatsu.co.jp (担当:宮武)

水素事業関係者リストへの加盟は、下記URLの応募フォーム（Microsoft 
Forms）よりご応募ください

https://www.env.go.jp/seisaku/list/ondanka_saisei/lowcarbon-h2-
sc/support-tool-info/index.html

【今後の展開について（2/2）】

https://www.env.go.jp/seisaku/list/ondanka_saisei/lowcarbon-h2-sc/support-tool-info/index.html
mailto:low_carbon_h2@tohmatsu.co.jp
mailto:low_carbon_h2@tohmatsu.co.jp
https://www.env.go.jp/seisaku/list/ondanka_saisei/lowcarbon-h2-sc/support-tool-info/index.html


水素利活用に向けた自治体連絡会議

以上を持ちまして、

すべてのプログラムが終了しました。

本日はご参加いただき誠に有難う御座いました。

アンケートにご回答いただけますと幸いです。
https://forms.office.com/e/Ge8DkRa9kE

https://forms.office.com/e/Ge8DkRa9kE

